
ＮＯ．１平成３０年度 各分掌部・学部の目標及び自己評価

Ａ…十分達成できた Ｂ…おおむね達成できた Ｃ…あまり達成できなかった

目 標 具体的な取組 評価の観点 自 己 評 価 改 善 方 策評価

①本校の教育 ・保護者及び地域 ・定期的な学校だより ・保護者向け学校だより ・次年度も継続して保
活動の理解促 社会向け学校だよ の発信ができ、本校教 は年４回発行、地域社会 護者及び地域社会向け
進に向け、学 りをそれぞれ作成 育活動の理解につなが 向け学校だより(こぶしだ の学校だよりを発行し
校だよりを活 する。保護者には る情報発信ができた より)は年３回発行するこ ていく。地域社会向け
用した保護者 各分掌部の取り組 か。 Ａ とができた。それぞれの 学校だより(こぶしだ
及び地域社会 み及び学校課題に 学校だよりで保護者や地 より)は、地域支援部
への情報発信 ついて取り上げて 域社会に伝えたい内容を 地域連携係と連携して
を行う。 配付し、地域社会 取り上げたことで本校と 作成を進める。

には本校紹介を中 本校教育の理解につなが
心に取り上げ地域 った。教
の回覧板を活用し務

。部 た情報発信をする

②児童生徒が ・児童生徒が楽し ・児童生徒の実態を的 ・学校課題を中心として ・児童生徒が分かりや
主体的に学習 く意欲に満ちて学 確に把握し、児童生徒 授業の実践、授業見学、 すいように授業のめあ
できる授業の 習に取り組めるこ に分かりやすいような 授業研究を行った。授業 てや振り返りをきちん
実践を図る。 とを目指した、児 教材と授業の進め方を 研究での意見は、次の授 と行うことを一年間繰

童生徒にとって分 工夫した授業を実践す Ｂ 業に活かせるようにまと り返してきた。次年度
かりやすい授業を ることができたか。 め、教材等にも工夫をし もそれを継続し児童生
実践するための授 ながら授業を実践できた 徒の意欲を促すととも。
業見学や授業研究 に、よりよい授業の実
を行い、指導に活 践に努めていく。
かしていく。

①教育活動全 ・道徳の指導目標 ・年間指導計画の中に ・新学習指導要領におけ ・学習指導部を中心
体における道 を意識した授業展 指導の観点が盛り込ま Ｂ る道徳の指導について周 に、教科等連絡会等を
徳教育の推進 開をするよう啓発 れたか。また、評価の 知を図り、年間指導計画 活用して見直しを図
を図る。 を図ったり、評価 観点について職員で共 や単元指導計画の中に指 る。

の観点について理 有することができた 導の観点について盛り込
。 。 、解を図ったりする か。 むことができた しかし

指導内容と観点がずれて学
いるものも見られた。習

指
②自立活動の ・指導目標の立案 ・自立活動の指導につ ・小学部では取り出しの ・次年度は、事例検討導
指導の充実を や指導方法につい いて理解が図れたか。 Ｂ 指導が定着してきており 会や外部専門家の活用部 、
図る。 て校内研修会や事 外部専門家と連携が図 外部専門家を招いた事例 を中・高等部でも実施

例検討会を実施し れたか。 検討会を実施し効果を上 する。また、目標設定
たり、外部専門家 げている。また、自立活 シート活用の校内研修
の有効的な活用を 動の目標設定シートを用 を各学部ごとに実施す
して指導に活かし いた指導目標の立案方法 る。
たりする。 について校内研修を実施

した。しかし、十分な活
用には至っていない。

①危機管理マ ・係ごとに関係す ・問題点を洗い出し、 ・各係ごとに関係するマ ・年度内には必ず各マ
ニュアル内の るマニュアルにつ 検討・改善しながらわ ニュアルをチェックし必 ニュアルのチェックを
児童生徒指導 いて十分チェック かりやすくまとめるこ 要に応じて検討、改善を 行うようにして不備の
部関連の項目 し、改善を加えな とができたか。 Ｂ 行うことができた。見る ないようにするととも
について整理 がらより効果的に 機会を増やすことで内容 に職員間で内容に関す、

児 見直しを行う 運用できるように に関して共通理解を図る る意識を高められるよ。
童 する。 こともできた。 うにする。
生
徒 ②避難訓練、 ・各種訓練につい ・新しい取り組みにつ ・新たに緊急地震速報を ・各種訓練に関する実
指 引き渡し訓練 て現状に合った新 いて全職員の共通理解 利用した避難訓練や係内 施内容について保護者
導 等各種訓練の しい取り組みを検 の元で実施することが で消火訓練を実施した。 に周知するとともに実
部 実施及びそれ 討しながら実施し できたか。保護者に対 事前に職員に実施内容を 施後に保護者からあが
らに関連する ていく。また、保 しても説明や協力依頼 Ｂ 十分説明し協力を依頼し ってきた意見を参考に
内容の検討、 護者からの意見や 等を十分に行うことが ながら行うことができた しながら次回につなげ。
改善を行う。 要望に関してもそ できたか。 また、係内で実施した消 ていくようにする。

の都度対応を検討 火訓練についても内容を
し 周知していく 職員に周知することがで、 。

きた。



ＮＯ．２平成３０年度 各分掌部・学部の目標及び自己評価

目 標 具体的な取組 評価の観点 自 己 評 価 改 善 方 策評価

①地域や関係 ・地域の関係機関 地域から得た情報を目 ・特別支援教育連絡会で ・今年度収集した情報
機関のニーズ との会議や研修、 的別に整理し、係間の の情報交換だけでなく、 をもとに、地域のニー
について、係 関連する事業等で 共有化を図ることによ Ｂ センター的機能充実事業 ズに応じた研修内容の
間の情報共有 得た情報を目的別 り、地域のニーズに応 での研修や巡回相談、関 見直しを行う。また、
と活用を図る に整理する。 じた支援に活用できた 係する会議でのアンケー 本校が行う地域支援に地 。

か。 トや質問事項等を目的別 ついて、連絡会にて丁域
に整理することができた 寧な説明を行う。支 。

援
②地域からの ・自治会組織と連 ・市町の担当者と連携 ・回覧板を活用したボラ ・情報発信を継続して部
情報収集及び 携した情報発信を し、自治会に向けた情 ンティアスクール生募集 行い、定着化を図る。、
地域への情報 行うとともに、地 報発信を行うことがで や学校だよりの発信を行
発信の充実を 域情報の周知方法 きたか。また地域情報 Ｂ うことができた。
図る。 を工夫する。 の職員への周知を実践 ・校内掲示板やシェアポ ・今後も校内での情報

できたか。 イントで地域情報を職員 発信を継続して行い、
に発信できた。 周知を図る。

①健康教育の ・外部専門家を活 ・外部専門家によるア ・性教育、歯科指導に加 ・性教育に関すること
取り組みの推 用し、課題や指導 ドバイスなどを日頃の え新たに薬物乱用防止教 などは保護者への啓発
進を図る。 についてのアドバ 指導に活かすことがで Ｂ 室を実施し、外部講師に を促進するために、保

イスなどを受け、 きたか。 よる指導を行った。校内 護者へ参加を呼びかけ健
実践していく。 での指導に活かすことが てることを検討してい康

できた。 く。指
導
②感染症予防 ・トイレや教室な ・安全な環境整備に対 ・児童生徒の発達段階に ・日頃から感染症など部
なども含め、 どの清掃、手洗い する教職員の意識を高 Ｂ 合わせ手洗いや消毒など の予防や安全な環境整
日頃から安全 や消毒などの遂行 めることができたか。 の遂行を図ったり、清掃 備について意識を高
な環境整備を を図る。 などの環境整備にも目を め、対応していく。
図る。 配ることができた。

①小学部から ・職業教育で作成 ・マニュアルを活用し ・マニュアルの方法が身 ・マニュアルについて
高等部まで系 した指導マニュア て指導したことで児童 に付くには、個人差があ は教職員間で共通理解
統性をもった ルを各学部の実態 生徒に分かりやすく、 Ｂ ったが、手の洗い方や雑 をし、児童生徒の実態
指導の充実を に合わせて改良や その方法が身に付いた 巾の絞り方、清掃の仕方 に合った方法を取り入

進 図る。 新たに作成し、活 か。 で一定の成果があった。 れていき、引き続き指
路 用する。 導の充実を図っていき
指 たい。
導
部 ②現場実習、 ・関係機関や就労 ・関係機関や就労支援 ・関係機関や就労支援コ ・引き続き関係機関等
職場体験等の 支援コーディネー コーディネーターと協 ーディネーターと連携し と連携をして、職場開
受け入れ先事 ターと連携し職場 力して実習受け入れ先 Ａ て、生徒の希望する実習 拓を進めていきたい。
業所や校内実 開拓や受注作業の 事業所、受注作業を確 先や受注作業の確保がで
習での受注作 開拓を行う。 保できたか。 きた。

。業を確保する

①ＰＴＡ活動 ・見通しをもって ・専門部長を中心に、 ・年間活動計画を配布し ・役員改選において、
を推進する。 活動に参加できる 見通しをもって活動す たことによって、概ね見 保護者全員に、役員の

ように、年間活動 ることができたか。 Ｂ 通しをもって、それぞれ 自薦他薦のアンケート
計画を作成し、配 の専門部が活動できた。 を配布し、多くの意見

渉 付する。 を取り入れるようにす
外 る。

部
②全知Ｐ連栃 ・役員会等におい ・平成３１年の開催に ・全知Ｐ連栃木大会につ ・開催に向けて、校内
木大会を開催 て、進捗状況を報 向けて、理解や啓発に いてＰＴＡ役員会で進捗 の運営組織を具体化し
するにあたり 告する。また、校 努めたことにより、保 Ａ 状況を報告したり、学校 て業務にあたるととも、
校内体制の基 内の実行委員会を 護者や教職員の協力体 だよりで全保護者に概要 に、保護者にも協力を
礎作りをする 立ち上げて、校内 制が図られたか。 を掲載したりすることが 呼びかけ、一丸となっ。

体制についての共 できた。校内委員会は３ て大会を成功させるよ
通理解を図る。 学期に立ち上げる。 うにする。



ＮＯ．３平成３０年度 各分掌部・学部の目標及び自己評価

目 標 具体的な取組 評価の観点 自 己 評 価 改 善 方 策評価

①各活動を通 ・各自に集団の一 ・運動会や交流学習発 ・それぞれの行事におい ・行事の反省やアンケ
して児童生徒 員であることを意 表会、児童生徒会活動 て児童生徒が生き生きと ート、及び学校評価ア
の豊かな心を 識できるように協 や部活動等において、 活動する姿が見られてい ンケート結果を参考に
育成する。 調性や向上心を育 児童生徒が充実した活 Ｂ た。 しながら、更に充実し特

てる活動を実践し 動を行うことができた た活動ができるように別
ていく。 か。 していく。活

動
②児童生徒の ・ホームページを ・情報を随時発信して ・ホームページでの情報 ・学校評価アンケート部
活動や部活動 利用して、児童生 伝えることができた 発信は行うことができた においての結果を踏ま。
の活動状況を 徒会の活動や部活 か。 Ｂ えながら改善してい
保護者全般に 動の状況及び各種 き、保護者への情報発
広めていく。 大会の結果報告等 信をしていく。

。の情報発信を行う

①教職員の情 ・情報機器（USBも ・情報を適切に管理運 ・USBの管理方法について ・セキュリティポリシ
報セキュリテ 含む）の管理を適 用し、教職員の情報セ 見直しを行った。職員番 ーの改定に併せて、管
ィーに関する 正に行い、教職員 キュリティーの意識の Ａ 号とUSBの番号を合わせる 理方法について適時見
意識を高め、 の情報セキュリテ 向上を図ることができ ことで、使用状況が分か 直していく。

情 情報を適切に ィーの意識の向上 たか。 るようになった。
報 管理運用する を図る。。
部
②教職員のSNS ・児童生徒のSNSに ・校内研修等の機会を ・夏期研修で外部講師を ・児童生徒の実態に合
に関する知識 関するトラブル防 とおして、SNSに関す 招き、SNSの基本的な知識 わせて、授業等で指導
理解を深める 止のため、研修会 る知識理解を深めるこ Ｂ を学び、理解を深めるこ していく。。

を通して教職員のS とができたか。 とができた。
NSに関する知識理
解を深める。



ＮＯ．４平成３０年度 各分掌部・学部の目標及び自己評価

目 標 具体的な取組 評価の観点 自 己 評 価 改 善 方 策評価

①様々な学習 ・本校の道徳教育 ・年間指導計画や単元 ・年間指導計画や単元指 ・次年度は、道徳の指
場面を通して 全体計画及び道徳 指導計画の作成を行う 導計画に道徳の指導の観 導の観点を踏まて作成、
道徳教育の指 教育目標や内容を ことで、段階を踏まえ Ｂ 点を記入することができ を行い、段階を踏まえ
導の充実を図 踏まえ、指導を行 た計画的な指導を行う た。しかし、作成後に記 た計画的な指導に繋が
る。 う。 ことができたか。 入したので、計画的な指 るようにする。

導に繋がりにくかった。小
学
②小学部にお ・キャリア教育に ・事例検討会の実施や ・各ブロックにて授業研 ・キャリア教育の発達部

、 、ける学校課題 おける「人間関係 実践報告書の作成を通 究会の実施や実践報告書 段階を踏まえ 各学年
研究の方向性 形成能力の育成」 し、キャリア発達段階 を作成することで、普段 学級の実態に応じた支
について共通 を意識した授業を に基づいた授業展開や Ａ の授業におけるキャリア 援の方法について検討
理解を図り、 実践する。 支援の工夫をすること 教育について意識し、支 する。
小学部全体で ができたか。 援を行うことができるよ
取り組む。 うになってきた。

①生徒の自発 ・実態に応じた目 ・実態を踏まえた目標 ・個々の生徒の実態を踏 ・まだ、変化が現れて
的に発信して 標を決め、学習の を設定し、目 まえた目標を設定し、具 きた段階であるので、
伝える力を育 中で意思や情報な 標を意識して指導にあ 体的な場面や方法を明ら 今年度の指導を反省、
成する。 どを伝える場面を たり、伝える力を伸ば Ｂ かにして指導を行ってき 修正して継続してい

設定する中で、個 すことができたか。 た結果、限定された場の く。
に応じた方法を探 中ではあるが、ほとんど
り共有して指導す の生徒に伝える言動の兆

中 る。 しが見えてきた。
学
部 ②キャリア教 ・教員一人一人が ・中学部教員一人一人 ・係を中心に、指導計画 ・今年度の研究を基に
育について共 具体的なキャリア がキャリア教育の意識 への観点記入や授業作り 効果のあがった要因や
通理解を図り 教育の意識をもっ をもち、自他の指導を 等の話合いを通して自他 指導方法等を再度共通
学校課題研究 て授業に臨み、自 振り返り改善すること Ａ の指導を振り返る機会が 理解し、指導場面を広
に取り組む。 他の指導について ができたか。 でき、作業学習において げて継続していく。

振り返りながら改 は教員が共通の意識をも ・教員一人一人の研究
善を図る。 った指導ができた。 意識を高めていく。

①卒業後の職 ・ビジネスマナー ・外部専門家を活用し ・外部専門家活用の講習 ・外部専門家を活用し
業生活、家庭 や接客サービス、 た講習会の実施ができ 会は予定通り実施ができ た講習会を継続してい、
生活を豊かに 性に関する指導な たか。また、各教科等 回数を重ねるごとに、成 く。
するための指 ど外部専門家を活 や日常の指導で活かす 果が上がってきている。 ・授業の年間計画を確
導の充実を図 用した講習会を実 ことができたか。 Ｂ ・ じぶん未来学」と関連 認して 「じぶん未来「 、
る。 施するとともに、 付けた授業は行っている 学」と結びつけた授業

とちぎの高校生 が テキストの利用や じ の展開をしていく。、 「
「じぶん未来学」 ぶん未来学」の教材研究
を取り入れた授業 が不足がちであった。
を展開する。高

等
②学校課題研 ・校内実習及び産 ・効果的な研究実践が ・係や委員が中心となり ・今年度の研究の成果部 、
究のまとめに 業現場等における できたか。 一人１研究授業を実践し と課題を引き継ぎ、次
あたり、学部 実習での評価をも たり、全員で研究協議を 年度の指導に役立てて
全体での研究 とに、社会生活に したりして、学部全体で いく。
を実践し、成 必要とされる能力 Ａ 学校課題に取り組むこと
果と課題を明 の向上を目指し、 ができた。
確にする。 作業学習のみなら

ず各教科等での実
践に取り組む。


